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◎
学
校
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
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（
平
成
二
六
年
六
月
二
七
日
法
律
第
九
三
号
）（
衆
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
六
月
一
一
日
・
衆
議
院
文
部
科
学
委

員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）

○
笠
議
員　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
学
校
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
提
出
者
を
代
表
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容

の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
の
育
成
に
は
、
言
語

活
動
や
探
求
的
な
学
習
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
同
時
に
、
読
書
活
動
等

を
通
じ
て
児
童
生
徒
の
豊
か
な
人
間
性
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
の
充
実
の
た
め
に
は
、
学
校
図
書
館
を

利
活
用
で
き
る
よ
う
、
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
こ
の
重
要
性
に
鑑
み
、
学
校
図
書
館
の
運
営
の
改
善
及

び
向
上
を
図
り
、
児
童
生
徒
及
び
教
員
に
よ
る
利
用
の
一
層
の
促
進
に
資

す
る
た
め
、
司
書
教
諭
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
の
機
能
向
上
の
役
割
を

担
う
、
専
ら
学
校
図
書
館
の
事
務
に
従
事
す
る
職
員
を
学
校
司
書
と
し
て

位
置
づ
け
、
こ
れ
を
学
校
に
置
く
よ
う
に
努
め
る
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
第
一
に
、
司
書
教
諭
の
ほ
か
、
専
ら
学
校
図
書
館
の
職
務
に
従

事
す
る
職
員
を
学
校
司
書
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
、
学
校
に
置
く

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
司
書
の
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
、
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
四
に
、
附
則
に
お
い
て
、
国
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
速
や
か
に
、

施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
学
校
司
書
と
し
て
の
資
格
の
あ
り
方
、
そ
の

養
成
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
を
提
出
い
た
し
ま
し
た
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で

あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、衆
議
院
文
部
科
学
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
）

○
小
渕
優
子
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
部
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
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上
げ
ま
す
。

本
案
は
、
学
校
図
書
館
の
運
営
の
改
善
及
び
向
上
を
図
り
、
児
童
生
徒

及
び
教
員
に
よ
る
学
校
図
書
館
の
利
用
の
一
層
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、

学
校
司
書
を
置
く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
学

校
司
書
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
の
実
施
そ
の
他
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
努
力
義
務
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
六
月
十
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
十
一
日
、
笠
浩
史
君

か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

質
疑
終
局
後
、
日
本
共
産
党
よ
り
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
趣
旨
の
説
明

を
聴
取
し
た
後
、
内
閣
の
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
採
決
の
結
果
、
日
本
共
産
党
提
出
の
修
正
案
は
賛
成
少
数
を

も
っ
て
否
決
さ
れ
、
原
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
議

決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
六
月
一
一
日
）

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す

べ
き
で
あ
る
。

一　

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
っ
て
は
、
学
校

司
書
の
重
要
性
に
鑑
み
、
必
要
な
学
校
司
書
の
配
置
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
そ
の
際
、
現
在
の
配
置
水
準
が
下
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す

る
こ
と
。

二　

政
府
は
、
学
校
司
書
の
配
置
の
促
進
の
た
め
に
現
在
講
じ
ら
れ
て
い

る
措
置
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
そ
の

趣
旨
を
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

三　

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
司
書
の
職
務
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
学
校
司
書
が
継
続
的
・
安
定
的
に
職
務
に
従
事
で
き
る
環
境
の
整

備
に
努
め
る
こ
と
。

四　

政
府
は
、
学
校
司
書
の
職
の
在
り
方
や
、
配
置
の
促
進
や
資
質
の
向

上
の
た
め
に
必
要
な
措
置
等
に
つ
い
て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に

推
進
し
て
い
る
取
組
に
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
検
討
を
行
う
こ
と
。

五　

政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
司
書
教
諭
の
職
務
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
十
一
学
級
以
下
の
学
校
に
お
け
る
司
書
教
諭
の
配
置
の
促
進
を
図

る
こ
と
。

六　

平
成
九
年
の
学
校
図
書
館
法
の
一
部
改
正
時
の
衆
参
両
院
に
お
け
る

附
帯
決
議
等
を
踏
ま
え
、
司
書
教
諭
及
び
学
校
司
書
の
職
務
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
踏
ま
え
引
き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
。

三
、参
議
院
文
教
科
学
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
二
〇
日
）

○
丸
山
和
也
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
教
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
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げ
ま
す
。

	

（
略
）	

次
に
、
学
校
図
書
館
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
学
校
図
書
館

の
運
営
の
改
善
及
び
向
上
を
図
り
、
児
童
生
徒
及
び
教
員
に
よ
る
学
校
図

書
館
の
利
用
の
一
層
の
促
進
に
資
す
る
た
め
、
専
ら
学
校
図
書
館
の
職
務

に
従
事
す
る
職
員
を
学
校
司
書
と
し
て
位
置
付
け
、
こ
れ
を
学
校
に
置
く

よ
う
努
め
る
こ
と
等
に
つ
い
て
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
学
校
司
書
の
配
置
促
進
の
必
要
性
、
学
校

司
書
と
司
書
教
諭
の
職
務
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
た
後
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
田
村
委
員
よ
り
、
専

任
、
専
門
、
正
規
の
学
校
図
書
館
担
当
職
員
と
し
て
の
学
校
司
書
の
配
置

を
義
務
付
け
る
旨
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
国
会
法
第
五
十
七
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
い
て
内
閣
か

ら
意
見
を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
政
府
と
し
て
は
修
正
案
に
反
対

で
あ
る
旨
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
順
次
採
決
の
結
果
、
修
正
案
は
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
さ

れ
、
本
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
六
月
一
九
日
）

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
学
校
図
書
館
が
子
供

の
育
ち
を
支
え
る
重
要
な
拠
点
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
専
門
的
知
識
や
技
能
を
必
要
と
す
る

学
校
司
書
の
職
務
の
重
要
性
に
鑑
み
、
学
校
司
書
の
配
置
を
進
め
る
こ

と
。
そ
の
際
、
現
在
の
配
置
水
準
が
下
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
留
意
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
配
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
将
来
的
な
学
校
司
書

の
定
数
化
や
全
校
配
置
を
含
め
、
検
討
を
行
う
こ
と
。

二
、
政
府
は
、
地
方
財
政
措
置
な
ど
学
校
司
書
の
配
置
の
促
進
の
た
め
に

現
在
講
じ
ら
れ
て
い
る
取
組
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共

団
体
に
対
し
、
そ
の
趣
旨
を
丁
寧
に
周
知
す
る
こ
と
。

三
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
学
校
司
書
の
職
務
が
、
継
続
的
な
勤

務
に
基
づ
く
知
識
・
経
験
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
等

に
鑑
み
、
学
校
司
書
が
継
続
的
・
安
定
的
に
職
務
に
従
事
で
き
る
任
用
・

勤
務
条
件
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

四
、
政
府
は
、
司
書
資
格
の
保
有
状
況
な
ど
学
校
司
書
に
係
る
実
態
調
査

を
速
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
学
校
司

書
の
教
育
的
役
割
を
十
分
に
考
慮
し
た
位
置
付
け
、
職
務
の
在
り
方
、

配
置
の
促
進
、
資
質
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
措
置
等
に
つ
い
て
、
検

討
を
行
う
こ
と
。
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五
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
司
書
教
諭
の
職
務
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
十
一
学
級
以
下
の
学
校
に
お
け
る
司
書
教
諭
の
配
置
の
促
進
を
図

る
こ
と
。

六
、
政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
多
く
の
司
書
教
諭
が
学
級
担
任
等
を

兼
務
し
て
お
り
、
学
校
図
書
館
に
係
る
業
務
に
時
間
を
費
や
す
こ
と
が

困
難
で
あ
る
現
状
に
鑑
み
、
担
当
授
業
時
間
数
の
軽
減
等
の
校
務
分
掌

上
の
工
夫
な
ど
司
書
教
諭
が
そ
の
役
割
を
十
分
果
た
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
検
討
を
行
う
こ
と
。

七
、
政
府
は
、
司
書
教
諭
及
び
学
校
司
書
に
つ
い
て
、
平
成
九
年
の
学
校

図
書
館
法
の
一
部
改
正
時
の
衆
参
両
院
に
お
け
る
附
帯
決
議
の
ほ
か
、

今
後
の
実
態
調
査
等
を
踏
ま
え
、
職
務
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


